
住民とのコミュニケーション
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資源循環型社会の構築

住 民

企 業

行 政
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資源循環型社会における役割

•廃棄物の収集・運搬・処理

•普及啓発・助言・指導
行 政

•処理技術・資源化技術の向上

•行政施策への協力
企 業

•分別排出

•行政施策への協力
住 民
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手元分別の重要性

１．住民による適切な分別排出

２．行政・企業による適正処理の確保

３．ごみの減量・資源化
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分別意識が高まらない理由

無関心・非協力的行動

不公平感

知識の欠如

行政に対す
る不信感 一律・一方的

な普及啓発
処理技術等の

向上
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排出者の分別意識を高める考え方

買主（住民）の視点

注意

興味

欲望

記憶

行動

住民（事業者）に対して

注目させる

興味を持たせる

共感させる

記憶させる

補足的助言・指導
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地域特性の把握

グループ A グループ B グループ C

世帯構成
家族世帯
定住型

単身世帯
短期滞在型

単身世帯
高齢者

地域の繋がり 高い 低い 低い

分別排出 ○ × △

組 成 厨芥ごみ 弁当殻 厨芥ごみ

他の特徴 共働き 事業者 集合住宅
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特性・目的を意識した冊子・チラシの活用
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指導員の活用① ～個別対応～

個別に住民との直接対話

住民と行政で問題意識を共有化

住民視点で問題点を把握し、改善方法を
見出す

住民に満足感・優越感を与えると共に
行政に対する信頼を得る
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指導員の活用② ～地域別の取り組み～

コミュニティ単位での直接対話

コミュニティの特性や問題点を把握

コミュニティの特性に応じた支援施策
を実行

地域の協力者を育成し、施策を効果
的に浸透させる

2013/2/7
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指導員の活用③ ～中長期的取り組み～

幼稚園・小学校に対する環境学習

環境問題を身近な問題であることを認識
させる

環境問題や改善に向けた取り組み方の知
識を向上させる

環境問題に対して自ら考え行動できる
人材を育成
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指導員の活用④ ～集積所改善活動～

１．現地調査、問題
点の把握

２．改善策の計画・
検討

３．実行、直接排出
者指導

４．進捗状況の確認、

計画の見直し
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警告看板・チラシの活用

13



警告シールの活用
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廃棄物指導員について

•施策、現場の知識

•接遇力

•改善力
個人

•公平性の確保

•守秘義務外部

•情報共有

•計画的な取り組み内部
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